






























































すでに初歩の日本語を学習した程度の学生のための日本語初級Ⅱコースのクラスである。学生数は、男子 8 名、女子 7
名の計 15 名で、国籍は、中国 3 名、韓国 2 名、アメリカ 2 名、タイ、ベトナム、インドネシア、インド、ニュージーラ
ンド、ドイツ、ジンバブエ、日本（香港で育ったため、日本語が母語ではない）が各 1 名ずつである。 
 
2.2 交流授業の形式とトピック 
交流授業は、2012 年 4 月 20 日から 5 月 17 日までと 6 月 15 日から 7 月 13 日まで週 1 回、全部で 10 回行った。それぞ
れ 1 コマ 95 分で、日本語を話す時間を 45 分、英語を話す時間を 45 分、休憩を 5 分とした。日本語を話す時間では、10
回の授業のうち「15 分会話」7 回、Facebook を使ったチャット 1 回、スキット作り１回、最終発表のためのアンケート

































































































































































































































































































































































































































































































日記を書いていた学習者たちを学習者 A（韓国人）と学習者 B（ドイツ人）、学習者 C（ベトナム人）とし、詳細に日記
を書いていなかった学習者二名を学習者 D（中国人）、学習者 E（中国人）とする。学習者 A、B、C はいずれも女性で、




















































質問 1. あなたは交流授業に積極的に参加しましたか。どうしてですか。 
５段階評価（５が「とても」、１が「全然」）で「５」と答えた学習者が５人、「４」と答えた学習者が５人、「３」と答



















質問 3. 交流授業は、あなたの会話能力の助けになりましたか。どんな助けになりましたか。 
５段階評価で「５」と答えた学習者が３人、「４」と答えた学習者が８人、「３」と答えた学習者が２人、「２」「１」と
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